
 

 

 

ウェアスキャナーデータの削除方法 
 ※データを削除すると復元できません。 
1. 「SPS_thold_reset_delete_memory.zip」ファイルを解凍します。 
2. 「SPS_thold_reset.txt」ファイルを開きます。 
3. 最初の行の IP アドレスの部分を対象のウェアスキャナーの IP アドレスに変更します。変更後

保存してメモを閉じます。 
例は、192.168.100.214（デフォルト）が対象のウェアスキャナーのアドレスです。 

 
 
4. フォルダー内の「SPS_thhold_reset.bat」をダブルクリックして実行します。以下のような

DOS の画面と同時に Windows のタスク部分に「TST10.exe」が実行されます。プログラム自

身は数秒で終了しますので、両方の画面ともに右上の閉じるボタン「X」にて閉じてください。 

 
 
※ウェアスキャナーは常にデータ測定をしています。削除後 1分後よりデータ記録されます。 
 



 

 

 

5. ウェアスキャナーのユーティリティーソフトにてデータがないことを確認してください。累積

欠陥数も全てリセットされます。ただし、閾値の再設定が必要です。 
6. SPS_thold_default.Zipを解凍します。 
7. 「SPS_thold_default.txt」を開きます。IPアドレスを確認してください。 

 

8. SPS_thold_default.txt の項目 226 を「1」に設定するといずれかの閾値が以下で設定するリミ

ットを超えた時点の全ての累積数をリセットします。項目 226 を「0」にすると閾値のリミッ

トを超えたカウンターのみリセットされます。「0」または「1」どちらかを選択して設定して

ください。 
 
9. 以下の項目の累積数の閾値を決定します。 

カウンター1 項目 228-229、カウンター2 項目 230-231、カウンター3 項目 232-233、カウンタ

ー４項目 234-235。Low と High は出力信号の不論理（ローアクティブ）正論理（ハイアクテ

ィブ）に対応しています。※0を設定すると使用しない設定となります。 
例）カウンター1の閾値を 8000に設定し、負論理出力とする。カウンター２を使用しなし。 
項目 228に 0。項目 229に 8000、項目 230及び 231を 0とし、保存します。 

 
10. フォルダー内の「SPS_thold_default.bat」をダブルクリックして実行します。以下のような

DOS の画面と同時に Windows のタスク部分に「TST10.exe」が実行されます。プログラム自

身は数秒で終了しますので、両方の画面ともに右上の閉じるボタン「X」にて閉じてください。 
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